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「連
節
バ
ス
」購
入
、
先
送
り
へ 

市
民
の
声
が
「待
っ
た
」！ 

 
―市議会報告― 
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「Ｂ
Ｒ
Ｔ
を
考
え
る
市
民
集
会
」 

市
民
か
ら
批
判
続
出
！

 
 

７
月
28
日
、
新
潟
市
民
オ
ン
ブ

ズ
マ
ン
主
催
の
「
Ｂ
Ｒ
Ｔ
を
考
え

る
市
民
集
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
パ
ネ
ラ
ー
の
田
村
秀
・
新
潟

大
学
教
授
は
、
『
日
本
で
２
両
の

連
節
バ
ス
を
つ
く
っ
て
い
な
い

の
は
、
必
要
性
が
無
い
か
ら
で
は

な
い
か
。
乗
り
換
え
に
つ
い
て

は
、
バ
ス
に
乗
る
人
は
所
要
時
間

だ
け
で
判
断
し
な
い
。
高
齢
者
な

ど
は
時
間
が
か
か
っ
て
も
負
担

の
少
な
い
方
が
良
い
と
思
う
人

も
多
い
の
で
は
な
い
か
。
利
用
者

の
視
点
を
大
事
に
す
べ
き
』
な
ど

と
発
言
。 

同
じ
く
パ
ネ
ラ
ー
の
西
区
自

治
協
・
酢
山
省
三
委
員
は
『
バ
ス

の
路
線
網
再
編
は
わ
か
る
が
、
な

ぜ
２
両
連
節
バ
ス
で
な
い
と
ダ

メ
な
の
か
、
一
般
バ
ス
で
も
良
い

の
で
は
？
Ｂ
Ｒ
Ｔ
導
入
で
郊
外

の
バ
ス
が
増
え
る
と
い
う
が
効

果
が
見
え
な
い
』
と
批
判
し
ま
し

た
。 参

加
者
か
ら
も
、
『
導
入
先
に

 

あ
り
き
だ
。
市
長
の
一
存
で
決

め
な
い
で
ほ
し
い
』
『
市
の
進

め
方
は
拙
速
す
ぎ
る
』
『
市
民

説
明
会
を
や
っ
て
い
る
段
階

で
、
９
月
議
会
に
提
案
す
る
の

は
お
か
し
い
』
な
ど
の
意
見
が

相
次
ぎ
ま
し
た
。 

 「
バ
ス
購
入
は
再
考
を
」 

西
区
自
治
協
議
会
が 

要
望
書
提
出 

 

７
月
30

日
の
西
区
自
治
協

議
会
（
真
嶋
民
雄
会
長
）
で
は
、

市
民
の
十
分
な
理
解
と
賛
同
を

得
ら
れ
て
い
な
い
連
節
バ
ス
購

入
契
約
議
案
の
９
月
議
会
提
案

を
再
考
す
る
よ
う
求
め
る
「
要

望
書
」
を
提
出
す
る
こ
と
を
決

め
ま
し
た
。 

交
通
問
題
な
ど
を
議
論
し
て

い
る
同
自
治
協
・
近
藤
武
雄
部

会
長
か
ら
は
、
「
部
会
の
総
意

と
し
て
、
要
望
書
の
案
を
つ
く

っ
た
が
、
Ｂ
Ｒ
Ｔ
の
賛
成
・
反

対
で
は
な
く
、
ま
だ
わ
か
ら
な

い
点
が
多
い
の
で
、
も
っ
と
議

論
す
べ
き
と
い
う
立
場
で
あ

る
」
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。 

会
長
が
各
コ
ミ
協
の
代
表
ひ

と
り
ひ
と
り
を
指
名
し
意
見
を

求
め
ま
し
た
。
「
Ｂ
Ｒ
Ｔ
に
つ
い

て
勉
強
中
。
ま
だ
市
民
の
関
心
は

薄
い
」
「
市
民
の
理
解
が
ま
だ
不

足
し
て
い
る
」
「
Ｂ
Ｒ
Ｔ
の
メ
リ

ッ
ト
が
感
じ
ら
れ
な
い
」
「
市
の

説
明
不
足
。
結
論
を
出
す
の
は
拙

速
。
」
「
西
区
住
民
が
大
き
く
影

響
を
受
け
る
。
新
潟
交
通
の
資
料

で
は
、
乗
り
換
え
地
点
で
は
、
バ

ス
停
と
Ｂ
Ｒ
Ｔ
駅
と
の
移
動
距

離
は
３
分
（
約
３
百
m
）
以
内
と

い
う
が
、
高
齢
者
な
ど
に
と
っ
て

は
酷
で
あ
る
」
な
ど
、
大
多
数
の

委
員
が
、
要
望
書
を
提
出
す
る
こ

と
に
賛
成
で
し
た
。 

西
区
自
治
協
議
会
の
要
望
書

提
出
は
、
西
区
が
Ｂ
Ｒ
Ｔ
構
想
の

計
画
区
間
で
あ
り
、
さ
ら
に
青
山

の
乗
り
換
え
地
点
も
あ
る
こ
と

か
ら
、
市
も
議
会
も
重
く
受
け
止

め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

    

  

市
民
・市
議
会
の
動
き
に 

バ
ス
購
入
議
案
を
先
送
り 

 市
の
２
巡
目
の
市
民
説
明
会

は
、
沿
線
コ
ミ
協
が
８
月
７
日
か

ら
、
８
区
に
つ
い
て
は
８
月
24
日

～
９
月
２
日
ま
で
実
施
さ
れ
ま

す
。
西
区
は
西
新
潟
市
民
会
館
で

８
月
30
日
（
金
）
夜
７
時
～
８
時

半
で
す
。 

６
月
議
会
で
は
、
日
本
共
産
党

議
員
団
だ
け
で
は
な
く
、
会
派
の

区
別
な
く
多
数
の
市
議
か
ら
「
市

民
の
理
解
が
得
ら
れ
て
い
な
い
。

市
当
局
は
も
っ
と
努
力
す
べ
き
」

「
Ｂ
Ｒ
Ｔ
導
入
に
よ
る
費
用
対

効
果
が
は
っ
き
り
し
な
い
」
「
郊

外
線
が
増
便
さ
れ
る
と
い
う
が

具
体
的
な
こ
と
は
こ
れ
か
ら
だ
」

「
時
期
尚
早
」
な
ど
の
質
問
が
相

次
ぎ
ま
し
た
。 

市
は
、
９
月
議
会
で
の
「
バ
ス

購
入
契
約
案
件
」
を
提
案
す
る
予

定
で
し
た
が
、
急
き
ょ
取
り
や

め
、
９
月
議
会
に
提
案
し
な
い
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
さ
に
市
民

の
世
論
が
“
待
っ
た
”
を
か
け
た

格
好
で
あ
り
、
当
然
の
帰
結
と
考

え
ま
す
。 

今
後
と
も
党
議
員
団
は
、
市
民

の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
Ｂ
Ｒ
Ｔ
問

題
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
意

見
・
要
望
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この「あけと便り」は政務活動費を活用しています 

用し 

ています 

税
と
社
会
保
障
の
一
体
改
革
が 

市
民
の
暮
ら
し
直
撃 

 

生
活
保
護
費
は 

過
去
最
大
の
引
き
下
げ
に 

 

今
回
、
政
府
が
決
め
た
生
活
保
護

費
の
引
き
下
げ
は
7.3
パ
ー
セ
ン
ト

と
過
去
最
大
と
な
り
、
毎
月
の
生
活

費
を
3
年
間
で
段
階
的
に
６
７
０

億
円
削
減
す
る
も
の
で
す
。 

今
回
の
基
準
額
の
引
き
下
げ
で
、

受
給
世
帯
の
96
パ
ー
セ
ン
ト
が
減

額
と
な
り
、
最
大
10
パ
ー
セ
ン
ト
減

額
さ
れ
る
世
帯
、
月
2
万
円
も
カ
ッ

ト
さ
れ
る
夫
婦
子
ど
も
2
人
世
帯

も
生
ま
れ
ま
す
。
貧
困
世
帯
に
さ
ら

な
る
貧
困
を
強
い
る
削
減
計
画
の
中

止
を
国
に
求
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。 

安
倍
政
権
は
、
自
民
・
公
明
・
民
主
に
よ
る
「
三
党
合
意
」
で
成
立
さ
せ 

た
社
会
保
障
制
度
改
革
推
進
法
を
基
本
に
、
先
進
諸
国
と
比
べ
て
も
遅
れ
た

社
会
保
障
制
度
を
解
体
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
2.5
パ
ー
セ
ン
ト
の
年
金

削
減
、
生
活
保
護
基
準
の
引
き
下
げ
は
、
こ
の
攻
撃
の
一
環
で
あ
り
、
国
民

生
活
を
守
る
国
の
責
任
を
定
め
た
憲
法
25
条
に
反
す
る
暴
挙
で
す
。 

 

8
月
1
日
か
ら
の
生
活
保
護
基
準
の
引
き
下
げ
は
、
市
民
生
活
を
直
撃

す
る
と
同
時
に
就
学
援
助
な
ど
新
潟
市
の
７１
に
及
ぶ
事
業
に
重
大
な
影
響

を
与
え
ま
す 

  

福
祉
・
教
育
な
ど 

71
事
業
な
ど
に
影
響 

 生
活
保
護
基
準
の
引
き
下
げ
は
、
生

活
保
護
受
給
者
だ
け
の
問
題
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
市
民
の
く
ら
し
を
守
る
法

律
や
制
度
・
事
業
と
密
接
な
関
係
に
あ

り
ま
す
。 

8
月
1
日
以
降
、
生
活
保
護
基
準
引

き
下
げ
の
影
響
は
福
祉
・
教
育
な
ど
新

潟
市
の
18
課
71
の
制
度
・
事
業
に
影
響

を
あ
た
え
ま
す
。
こ
れ
ま
で
市
民
運
動

で
築
き
あ
げ
て
き
た
福
祉
・
教
育
な
ど

の
市
独
自
事
業
が
瓦
解
す
る
よ
う
な

深
刻
な
事
態
に
な
り
か
ね
な
い
状
況

で
す
。 力

を
あ
わ
せ
国
の
悪
政
か
ら 

市
民
生
活
を
守
り
ま
し
ょ
う 

 

 

6

月
議
会
で
市
の
福
祉
部
長
は

「
こ
の
た
び
の
見
直
し
に
よ
り
生
活

保
護
や
生
活
保
護
の
基
準
か
ら
外
れ

た
世
帯
に
つ
い
て
は
、
年
度
内
は
こ

れ
ま
で
と
同
様
に
減
免
が
継
続
す
る

こ
と
を
基
本
と
し
、
該
当
す
る
事
業 

に
つ
い
て
個
別
に
検
討
す

る
」
と
答
弁
ま
し
た
。 

 

新
潟
市
が
国
の
悪
政
か

ら
、
市
民
の
暮
ら
し
、
生
活

向
上
の
防
波
堤
の
役
割
を
果

た
す
こ
と
が
よ
り
切
実
に
求

め
ら
れ
ま
す
。 

 

 

生活保護基準引き下げにより 

市民に影響の出る主な事業 

 

・保育料、延長保育料、休日保育料の免除 

・就学援助費の支給 

・ひとり親家庭等医療費助成 

・ひまわりクラブ利用料の減免 

・健診費用免除、各種がん検診等自己負担の免除 

・重度障がい者日常生活用具給付事業 

・障がい福祉サービス等の利用料の減免 

・高齢者インフルエンザ予防接種自己負担額の免除 

・介護保険料の減免 

・国民健康保険一部負担金（自己負担額）の減免 

・ごみ袋無料配布 

・市営住宅家賃の減免＊ 

・障がい者向け、高齢者向け、高齢者介護予防リフ

ォーム助成率満額設定 

・固定資産税・都市計画税、市民税の減免 

 

 

 


